
流鏑馬のコース（明覚郷）流鏑馬のコース（明覚郷）

馬場公会堂（7時）馬場公会堂（7時）

馬場公会堂にて馬場公会堂にて蟇蟇
ひ き めひ き め

目目
と四方固めを行い、と四方固めを行い、
萩日吉神社を目指し萩日吉神社を目指し
出発する。出発する。
※�蟇目…矢立ての紙に※�蟇目…矢立ての紙に
矢先を3度当て一礼す矢先を3度当て一礼す
る。る。

※�四方固め…萩日吉神※�四方固め…萩日吉神
社、東西南北、中央と6社、東西南北、中央と6
本の矢を射る。本の矢を射る。

桃木八幡神社（8時）桃木八幡神社（8時）

西平・女人堂（8時50分）西平・女人堂（8時50分）

萩日吉神社・特設馬場（9時）萩日吉神社・特設馬場（9時）
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